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＜連絡事項＞
・特記事項無し。
＜患者様連絡事項＞
・栗澤　みつ子様～エンシュアリキッドは本人飲用拒否している為、飲みきりで中止の指示あり。
・庭田　リチ様～トリンテリックス同内容にて14日分処方となる。
・名久井　ユリ様～家族のみ川守田胃腸科受診したが、当院入院中は処方できないと言われたとの事。一部内容変更にて明日より当院処方へ切り替えて処方、次週から定期となる。
<部屋移動>
・沢山　等様　　東B2号室　→　東C4号室

・手塚　辰昭様　東C4号室  →　東B2号室

・向谷地　忠様　東A10号室 →　東A9号室
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・袴田　将志様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつ開放観察実施。スタッフへの談話心迫的な話し掛け頻回であり内容は誇大妄想入り混じり滅裂としている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつ開放観察実施。他室侵入・他患者様の私物弄り等の迷惑行為頻回であり予定より早くに開放観察を終了している。不穏・興奮無く、自傷行為等の問題行動も無い。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。
・澤口　利香様～終日隔離中。15～16時開放観察実施。各食拒食されるが補食はされており、拒薬も無い。臥床傾向にあるが特定他者の声に過敏に反応しドアを蹴る衝動行為あり。操作的言動や自傷行為仄めかす発言は無く、問題行動は無い。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
＜要注目患者様情報＞
・駒木　洋士様～各食全量摂取し、バイタルサインの異常なし。振戦なく、トランスも安定して出来ている。
・蛯名　政行様～帰宅要求や不穏さなし。問題行動も見られず、スタッフ対応穏やか。
・風穴　義信様～各食時間を要するが全量摂取されている。動作緩慢であり歩行不安定。被害妄想様の訴えも聞かれるが不穏・興奮は無い。
・向谷地　忠様～10:20東病棟Aユニットへ医療保護入院となる。入院直後より帰宅要求強く、焦燥感も見られ落ち着きが無い。ユニット間のドアが開くとBユニット側へ出て行こうとされ、介入するとスタッフの腕を掴む等の粗暴行為見られている。
＜田名部Dr診察＞
・袴田　将志様～明日より開放観察時間を午前・午後2時間ずつへ拡大指示。臨時薬は同内容で7日分処方となる。
・小澤　和子様～臨時薬は同内容で7日分処方となる。
・丹内　栄子様～ホールにて排泄しないように注意受けている。便秘傾向であることから便秘時センノシド(12)2Ｔ服用のＩＦオーダー追加。センノシド処方となる。また、本日夕からハロペリドール追加となる。
・小笠原　久年様～本日夕より臨時薬にインヴェガ追加処方となる。

＜皮膚科診察情報＞
・小笠原　久年様～右第１趾先乾燥。同前処置。
・澤口 利香様～椀部爽快。同前処置。
・沼畑　勲様～全般に乾燥してきている。同前処置。
・栗澤 みつ子様～特変なし。同前処置。
・中村 留理子様～入浴中のため、未実施。
・木村 美智子様～特変なし。同前処置。
・板橋 イマ様～右第１趾爪変形、陥入し疼痛あり。爪の先端を切り解放。
・水梨 孝純様～両足角化、落屑あり。特変なし。同前処置。
＜新入院患者様情報1＞
日　　時：R3.1.21　10：20

　氏　　名：向谷地　忠（むかいやち　ただし）様

　生年月日：昭和13年5月10日　82歳

　病　　名：アルツハイマー型認知症

　性　　別：男性

　主治医　：深澤Dr

　入院形態：医療保護入院

　病　　棟：東病棟Aユニット

（経過）

　当院2回の入院歴あり(最終:R2.9.1～R2.10.29)。

当院退院後はロングステイ利用し、定期的な外来通院を継続していた。

  徐々に介護拒否や暴言が出現し、施設での対応困難。不穏さや不潔行為ある為、自宅での介護も困難とのことで薬剤調整希望にて本日急遽受診。自宅対応困難とのことで、症状改善と環境調整目的にてR3.1.21 10:20東Aユニットへ医療保護入院となる。

※CSセット：Bプラン、リハパンは家族持参。
※部分義歯あり。口腔ケアは本人拒否強く殆ど出来ていないと。
※臨時薬1/22まであり。以降は持参薬を使用。チアプリドのみ入院後から処方開始となっている為、処方切れに注意。
＜新入院患者様情報2＞
氏　　名：橋本　とし（はしもと　とし）様

　生年月日：昭和30.11.16　60歳

　病　　名：統合失調症

　合併症　：水中毒

　性　　別：女性

　主治医　：安ヶ平Dr

　入院形態：任意入院

　病　　棟：東病棟Bユニット

（経過）

　当院外来通院中で訪問看護利用していた。
R2.12.10の朝より両手足に痺れ出現。丸1日たっても改善しない為救急要請。救急隊現着時は居間に座っており動けない状態だった。八戸赤十字病院にて検査の結果低ナトリウム血症状態であり、水中毒が考えられた。歩行も出来ない状態であり、同院へ任意入院となる。入院後治療開始し電解質は正常となる。発熱あり尿路感染疑いにて抗菌剤投与行い、改善見られている。精神症状は安定している。身体状態改善した為、R3.1.21八戸赤十字病院より転院、東病棟Bユニットへ入院となる。
※業者洗濯
※オムツや足りない衣類は売店にて購入可能。

※家族は遠方(六ケ所村)の為、緊急時でもすぐに来院する事は不可能とのこと。
